
　消費者ニーズの多様化、競争価格の激化、国際
化の進展･･･。 
　我が国の中小企業全体を取り巻く環境は、ま
さに急流の真っただ中にあります。そんな今、日
本経済の活力を牽引していく力は、産業の大宗
を占める中小企業者の積極的な「革新意識」に他
なりません。皆さまが求める「経営革新ビジネス」
の促進。 
　「中小企業ビジネスフェア」はその橋渡し役と
して、ビジネスチャンスの提供と、地域社会の活
性化を全面的にバックアップいたします。 
　また、近年躍進著しい中国を始めとする東ア
ジア地域企業とビジネス連携を通じ、我が国お
よび東北地域中小企業の市場創出、販路拡大を
促進します。 

日　　時 平成15年１１月 26日（水） 10：00～17：00 
   18：00～交流会 
  27日（木） 10：00～16：00 
場　　所 仙台市青葉区　江陽グランドホテル［4階・5階］  
主　　催 中小企業庁・東北経済産業局 
プログラム 経営革新に取り組む中小企業50社展示コーナー 
 アジア企業23社展示コーナー 
 山根　一眞氏を迎えての基調講演 
 「しぶとい モノ作り」 
 中小企業経営革新シンポジウム 

 東北経済産業局産業部中小企業課 TEL 022-222-2425　FAX 022-265-2349 
  http://www.business-fair.com
お問合わせ先 
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社内のペーパーレス 
実現にも一助 
 

　「日報」などの書式が表示される画

面には、どういう方法・手順で書式を運

用するかのマニュアルも表示される。 

　「ほかの会社で『規程集』と呼ばれ

るものが、当社の場合はこのマニュアル

になります。ペーパーで配布すると、目

を通すこともなく引き出しの奥にしまわ

れることが多いのですが、画面に表示

することで自然に規程集を覚え、むだな

紙資源の節約にもつながります。」 

　「K-system」の利用により、スピードアッ

プが図られただけでなく、ペーパーレス

によるコストダウン効果も生まれた。 

 

新システムは 
将来の取引も視野に 
 

　工藤常務は、今後のシステム活用と

して次のような例を挙げた。 

　「当社では平成13年から『コスト縮

減パトロール』という取り組みを実施し

ています。これは、社内のパトロール班

が実際に現場に立ち会い、一つひとつ

の行程をストップウォッチで計測するも

のです。長年の習慣だけで作業を行っ

ていると、待機時間や手順の悪さをむ

だと感じなくなってしまいます。」 

　パトロールの実施により、現場での緊

張感が生まれ、コスト削減は徐々に効

果を表してきた。同時に同じような工事

現場でも、工法の違いによる時間・費用

のロスも発見され、さらにコストダウンは

進んだ。 

　「ロスを減らすマニュアルは、すでに

現場に配布しています。マニュアルに

加え、的確でコストが抑えられる工法な

どの情報も『K-system』で常時確認で

きるようにしたいと考えています。また、

当社が取得しているISO14001運用に

も非常に有効です。ISOは、組織で環

境負荷を少なくするために行動計画を

立てて、実施・チェック・見直しを繰り返

します。運用には、どのように実施し、チェッ

クするか等のマニュアルが必須であり、

ポータルサイトからいつでも見られるよう

になれば、確実な実施が期待できます。 

　さらに、『K-system』は、今後求めら

れるインターネットやデジタルデータを利

用したCALS/EC（電子入札・情報共有・

電子納品）に対応するためのマニュア

ルも備えています。近い将来必ず役に立っ

てくれると思います。」 

 

壁を乗りこえ 
来年4月に本格稼働 
 

　多彩な機能を持つ「K-system」だが、

乗りこえなくてはならない課題も多い。 

　企画部総務課の小野寺伸敏さんは

次のように課題を話してくれた。 

　「まず、第一に社員全員が使いこな

せるだけのスキルを高める必要性が

あります。中にはパソコンと聞いただけ

でイヤな顔をする人もいますので、必

要性を理解してもらいながら、スムーズ

に覚えてもらう方法を考えなければい

けません。 

　次に、カスタマイズを手がける私たち

がどこまで『K-system』を理解し、利用

しやすいシステムを構築できるかです。」 

　工藤建設では、「K-system」のカス

タマイズを専門業者に頼まず社内で行っ

ている。毎日が勉強と発見の連続と小

野寺さんは苦笑した。 

　工藤常務からは蓄積されていくデー

タについての問題が語られた。 

　「当初、データベースを否定するとこ

ろからスタートしたシステムですが、サー

バに貯まっていくデータは、何らかの形

でデータベース化しなければいけません。

以前使った書類を再度利用したり、過

去のデータを振り返るためにも必要だと

は思っていますが…。」 

　決算期である来年4月までには、課

題をできる限りクリアーし、「K-system」

の本格運用を目指している。 

 

良いと思うものは 
積極的に取り入れる 
 

　先進的な取り組みは、社内だけにと

どまらない。工藤建設では、基盤である

建設業のほかに環境に関する事業に

も取り組んでいる。 

　その一つが雪を使った冷房装置だ。

開発の中心である武田功開発部長は、

その効果を次のように語る。 

　「既存の冷房施設と違い、自然の雪

を利用するのですから、多大な電力を

使うことがなくなります。しかも、雪で冷

やされた自然の風ですから、身体にも

優しいのです。」 

　雪冷房に関しては、これまで他の企

業などでも研究が行われてきた。工藤

建設が推進する方式は、建設業者なら

ではのアイディアにあふれている。 

　「従来の方式は、雪をロータリーブロワー

などで投入していました。そのため、雪

の密度の低さから、雪崩現象が起こり、

貯蔵する建物自体が損傷する可能性

があったのです。当社の方式は、集め

られた雪を重機で固めてしまいます。こ

れで従来型よりも、約60％建物を小さく

でき、コストを下げることが可能になりま

した。」 

　工藤建設では、実際にこの夏から雪

冷房を使用している。平均で14度とい

う冷風は、社内を快適にしながら湿度も

保ち、快適な環境だったという。すでに

市町村関連からの問合せも相次ぎ、同

社を訪れ体験していった人たちも多い。 

　工藤建設ではこれ以外に、太陽光

発電、小型の風力発電、水力発電、木

質バイオマスエネルギーなど幅広い環

境事業に取り組んでいる。 

　「システムも事業も、これでいいという

ことはありません。立ち止まってしまえば

他社に置いていかれ、社内が沈滞化し

てしまいます。まだまだ、やるべきことは

多いと思っています。」 

　工藤社長の改革は、これからも休む

ことなく続く。 

 

1　雪氷庫内に貯められた雪。今年の涼しい夏の影
響で、10月初旬でもまだ残っていた。 

2　冷風は、雪氷庫から送風管を通して社内に送ら
れる。天井をおおうビニールは農業資材を応用し
た断熱装置。 

 

3　同社の入口に設置された風力発電装置の「風雷神」。
低風速から発電可能で、どの方向の風に対応できる。 

4　社屋の前面にはNEDO（独立行政法人新エネルギー・
産業技術総合開発機構）との共同事業による太陽
発電システムが設置されている。 

会社名 工藤建設株式会社 
住　所　岩手県水沢市真城字北舘 
　　　　38番地1 
T E L  0197-23-4642 
F A X  0197-25-7609 
U R L  http://www.ku-dos.co.jp/ 
E-mail kkudo@ku-dos.co.jp 
代　表 代表取締役　工藤一博 
業　種 建設業 
社員数 40名 

工藤晶子常務 

企画部総務課・小野寺伸敏さん 

武田功開発部長 
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